研究課題名
「沖縄県の子宮頸部病変におけるHPV感染について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（承認番号　H28中倫小第　17　号）
　　　　　　　　　　　　　　　
臨床研究実施についてのお知らせ
　病理診断科と琉球大学医学部では、沖縄県の子宮頸部病変におけるHPV感染について臨床研究を実施しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年 7月21日
【研究課題名】
沖縄県の子宮頸部病変におけるHPV感染について
【研究期間】
平成２８年８月１日から平成３１年７月２９日まで
【調査対象】
平成１６年 (2004)から平成２７年 (2015)までの１２年間に沖縄県立中部病院と琉球大学医学部附属病院にて子宮頸部病変疑いにて生検検査を受けた症例及び子宮頸癌にて手術を受けた方が対象となります。症例の選択に当たっては病理診断が確定し、本研究における解析のために十分量病理標本が確保できる症例を考慮しますが、年齢や性別は問いません。
【研究目的・意義】
沖縄県の子宮頸部病変から検出されるHuman papillomavirus (HPV)は欧米の感染状況とは異なる事が１０年以上前に報告されています。しかし、その後現在に至る沖縄県のHPV感染状況は不明です。本研究は沖縄県の子宮頸部病変におけるHPV感染状況について基礎的データを提供する事を目的としています。医学的意義については、初期病変から癌へ進行する際にHPVの存在様式がどのように変化するか解明され、病変が進行し易いHPVのタイプ（特に癌に進行し易いタイプ）も明らかに出来ます。この様に臨床的に重要な情報が得られる事が期待される事に加えて、将来的にHPVタイプごとの発癌誘導能の違いの解明につながる可能性もあります。
【研究の方法】

沖縄県立中部病院と琉球大学の子宮頸部病変(子宮頸部異形性と浸潤癌)についてHPV感染の有無、HPVのタイプ、HPVの存在様式、臨床情報を年度毎と疾患カテゴリー毎に検討します。さらに調査期間で子宮頸部病変が進行している症例をリストアップし、HPVのタイプや存在様式との関連を検討します。本研究の対象となったとしても新たに採血や組織の採取等の痛みが伴う処置が加えられる事は一切ありません。
【個人情報の取扱い】
個人情報を安全に管理する為、研究試料には症例登録番号を付し、個人識別につながる事項は記載しません。また対象患者の記録は研究責任者である金城貴夫が厳重に管理し、研究対象者を特定出来ない様にします。
【研究機関】
沖縄県立中部病院、琉球大学医学部
【研究に参加したくない場合】
上記の研究対象に該当する方で、ご自身の病理標本を研究に利用しないで欲しい方は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。

【本研究に関する問い合わせ先】
研究代表者　金城貴夫
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